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Intelligent Logistics & Mobility インテリジェントICTで、
人の移動をより快適に、モノの流れをより最適に
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1. 事業環境や取り巻く課題

昨今、世の中はデジタルによる変革（デジタルトランス
フォーメーション、以下、DX）の波のなかにあり、人の移
動（Transport）、モノの移動（Logistics）の世界も例外
ではありません。更に、いまだ新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）（以下、COVID-19）が猛威を振るいNew 
Normalへの転換が求められるなか、人とモノの移動自体
が大きく変わろうとしています。

人の移動（Transport）は、観光控えや在宅勤務など
で減少、生活のありようや住む場所の選択、移動に伴う安
心感の要求など、生活における価値観の変化が起こりつ
つあります。

そして、モノの移動は、在宅の増加に伴う購買活動の変
化により宅配が増加する一方で、自動車をはじめとした製
造業の荷動き停滞により全体の物流量は減少しており、
サプライチェーンを見直す兆しもあります。NECでは、物
流を経済活動と連動し、需給とリソースの最適化を実現す
るための「ロジスティクス（Logistics）」ととらえ、この領
域で今後大きな変化が起こると予想しています。

しかし、忘れてはならないのが、国内の労働力不足の深
刻化です。人の移動とモノの移動を支える「運輸・倉庫」業

界は現場労働集約型であるうえ、求められるサービスレベ
ルは高まり続け人手はますます不足しており、現状のサービ
ス維持さえも困難になっています。そのため、他業界にも
増して「サービスレベルの維持・向上」と「働き方改革」の
両方の推進が必要です。この解決策の手掛かりが、業界を
越えた「共創」、そして「デジタル化の推進」になります。

2. 目指す世界観

このようななか、情報化社会は進み、AI、自動運転やド
ローンといった技術も発展しています。既存インフラの延
命のみに軸足を置いていたのでは、この大変革時代に取り
残されかねません。人々の生活や企業が抱える課題を深
く理解し、新たな解決手段を模索していく必要があります。

デジタルによる変革（デジタルトランスフォーメーション：DX）は、人の移動（Transport）、モノの移動（Logistics）の世界でも例外で
はなく進んでいます。更に、いまだ新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が猛威を振るいNew Normalへの転換が求められるなか、
人とモノの移動も大きく変わろうとしています。本稿では、このような状況のなか、NECが目指す「実世界とサイバー空間をつなぎ、ロジ
スティクスとモビリティを融合することで、『安全・安心な人とモノの移動』を『デジタル』で支え、すべての人々と産業が公平にサービス・
機会を享受できる社会」の世界観と、その実現に向けた取り組みの概要を、代表的な事例やテクノロジーとともに紹介いたします。
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そこで、NECが目指すのは、「実世界とサイバー空間を
つなぎ、ロジスティクスとモビリティを融合することで、『安
全・安心な人とモノの移動』を『デジタル』で支え、すべて
の人々と産業が公平にサービス・機会を享受できる社会」
の実現です（図1）。

2.1安全・安心で快適な人の移動を支える交通サービス
	 （Transport）

飛行機、鉄道、バスなどあらゆる交通手段をモバイル・
ICカード・生体認証などを用いてシームレスにつなぎ、
MaaS（Mobility as a Service）によるストレスフリー
な移動を実現します。

また、AI・IoTの活用によるオペレーション＆メンテナ
ンス業務における高度化・効率化・省力化を実現します。　

最新のICTの活用により、安全・安心で快適な人の移
動を支えます。

2.2 企業間連携によるサプライチェーン革新/安全・
	  安心で効率的な物流現場を実現（Logistics）

情報をリアルタイムに収集し、企業の枠を超えて共有す
ることで、サプライチェーン全体におけるモノの流れを素
早く把握し、需給変動に柔軟に対応する強靭でダイナミッ
クなサプライチェーンを実現します。また、人手不足に悩
む物流現場へ人と協調するAI・IoT・ロボティクスを活用
し、作業の自動化、省力化、効率化を可能にするとともに、
安全・安心な物流を実現します。

2.3 安全・安心な人とモノの移動を支えるモビリティ
	  サービス（Mobility）

人とモノの移動手段であるクルマもDXにより、コネク
テッド化や自動運転化が進んでいます。NECはネットワー
ク、AIなどの先進技術で、クルマの高度化に関するさまざ
まな開発や業務を支援します。 また、豊富な実績を生か
して、モビリティに関わるステークホルダーとともに、さま
ざまな産業でモビリティサービスの提供を加速し、安全・
安心・快適なモビリティ社会に貢献します。

3. 主要な事業、中核ソリューション・サービス・
プラットフォーム

NECは、交通サービスを支えるソリューション、サプラ

イチェーンを支えるロジスティクスソリューション、そして交
通、ロジスティクスの両方に使われるモビリティの進化を
支えるソリューションの3つに体系立てをして提供してい
ます。

3.1 交通サービスを支えるソリューション
国内での交通系ICカードは、ライフスタイルに密着した

社会インフラとして定着しました。NECは、Suica導入当
初よりその発展を支え、海外へ展開しています。また、モ
バイルや生体認証などにより、飛行機、鉄道、バスなどあ
らゆる交通手段をシンプルな手続きでシームレスにつなぎ、
さまざまな国の人が、家から空港へのスムーズな移動、空
港での電子申告や本人確認の自動化（Fast Travel）、そ
して街中まで安全・安心・快適に目的地に移動、手ぶらで
宿泊や買い物ができる仕組みの提供に取り組んでいます。

一方で、既存交通インフラは年々老朽化が進むなか、人
材確保が難しくなってきているという課題があります。交
通サービスを支えているコントロールタワーである鉄道指
令員や鉄道設備のメンテナンス作業者は、過去の豊富な経
験のもと最適な判断をすることができます。NECは、これ
ら熟練者の頭の中にある知識を、AI・IoTを活用してモデ
ル化し、情報共有や技術継承、状況に応じた効率的な対処
を可能とすることで、課題解決の支援を行っています。

3.2 サプライチェーンを支えるロジスティクス
	  ソリューション

今、求められている機能は、需要の変動や市場の変化を
つかみ、いち早く生産や販売へとつなぐことができる仕組
みづくりです。同時に、必要な製品を必要な時間と場所へ、
必要な分だけ届ける、的確な物流の仕組みも必須です。　

NECは、長年にわたって培われたNECのサプライ
チェーンに関する改革ノウハウや、さまざまな業種のお客
様へ倉庫管理や輸配送管理、輸出入管理ソリューション
を提供してきた実績があります。それをもとに、AI・IoT・
画像認識技術などを活用し、仮想空間にモノの流れを可
視化するとともに物流現場を革新させながら、生産・販売・
物流の各部門が連携した、三位一体のロジスティクスネッ
トワークを実現します。そして、COVID-19の影響を受け、
これから始まるサプライチェーン変革の動きと合わせ、企業
がともに連携することで相乗効果を生み出し、最適な需給
バランスを実現するダイナミックなサプライチェーンを創造
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します（バリューチェーンイノベーションの実現）（図2、3）。

3.3 モビリティの進化を支えるソリューション
交通やロジスティクスのDXを進めるうえで、クルマを含

むさまざまな移動手段のコネクテッド化、自動運転化が必
須となってきています。特に、クルマの価値は大きく変化
し、カーメーカー主導でのクルマを活用した移動サービス
提供など、業界の構造自体も大きく変わろうとしています。

このような動向をとらえ、NECでは、「車外・車室内状況
見守りソリューション」の開発に取り組んでいます（図4）。
移動中のさまざまな情報を、AIを活用した映像分析技術で
リアルタイムに処理することで、通常の監視はAIが行い、
運行管理業務における人為的ミスによる見落としを低減し
信頼性向上をはかるとともに、いざ高度な判断が必要な状
況では人による判断を仰ぐことで、安全・安心な人とモノの
移動の実現を支援します。

図2　ソリューションコンセプト図
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4. 代表的な取り組みケース、事例

New Normalに向けた取り組みや、実世界を可視化す
る事例について紹介します。

4.1 New Normal時代を見据えたNEC本社実証
NECは生体認証技術を活用したシームレスな連携に加

え、New Normal時代を見据えた実証をNEC本社ビル
（東京都港区）で開始しました（図5）。サーモグラフィや
マスクをつけたままでの顔認証など、サービスを享受する
うえで何が課題となり、どう解決することができるのか、
またその時のサービスプラットフォームのあり方を検証し、
交通サービスや物流サービスの現場への社会実装への足
掛かりとしていきます。

4.2 サプライチェーン可視化事例（インド）
インドのデリー・ムンバイ大動脈構想において、物流可視

化を図る取り組み事例を紹介します（図6）。
インドでは、企業誘致のための物流インフラ整備が重要

テーマとなっています。そのなかで、輸送用のコンテナに
RFIDタグを取り付け、ゲートを通過する際に位置情報を
収集することにより、コンテナの輸送情報の可視化を実現
しました。その結果、港などでの滞留時間が長いなどの
情報がリアルタイムにデジタル化されたことで、各ステー
クホルダーが問題解決に取り組むことができました。こ
れにより、輸送リードタイム短縮や在庫削減、生産計画の
精度向上などを実現しています。現在は、インド全土へ拡

大しています。これは、「実世界をサイバー空間で可視化
する」第一歩目の取り組みです。引き続き「Logistics 
and Supply Chain Transformation」に向けた
ロードマップ「LDB2.0 Road Map」（図7）を策定し、
現地の方々とともにインドのサプライチェーンを支える仕
組みとすることで、経済発展に貢献していきます。

5. 事業・ソリューションを支える代表的なテクノロジー

人の移動やモノの移動は世界の動きそのものといえま
す。そして、その実世界のデータをサイバー空間で使える
情報に変換し、その情報をもとに新たな価値を作っていく
ことが、DXととらえています。NECは認証技術やAI、そ
して通信分野で培われたネットワーク技術を組み合わせ
て、DXを実現します。

図4　「車外・車室内状況見守りソリューション」

図5　「NEC I:Delight」　本社実証プロジェクト

図6　デリー・ムンバイ間産業大動脈開発公社様物流可視化
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5.1 人とサービスをつなげる生体認証技術
生体認証技術を活用して、さまざまなサービスがシームレ

スにつながり、意識することなく快適にサービスを享受でき
る世界を目指して「NEC I:Delight」1）を2019年11月に
発表しました。これにより、空港、駅、街中のスムーズな移
動を支えます。世界No.1とされる顔認証技術2）に代表され
る生体認証技術は、ただ認証するだけではなく、現場で活
用されるさまざまなシーンを想定して、待たせない、ストレス
に感じないレスポンスを実現しています。将来的には、虹彩
認証などを取り入れ、更なる認証精度の向上を実現します。

5.2 熟練者の暗黙知を形式知化するAI技術
交通サービスを支えている指令員やメンテナンス作業

者、物流サービスを支えている現場管理者のノウハウを形
式知化し、また、設備の状態やサプライチェーン全体の流
れをとらえるための技術として、過去からの時系列データ
を分析し、未来を予測するAI「異種混合学習」や、その状
態を監視し普段と違うことを検知するAI「インバリアント
分析」など、さまざまな現場に適合するAIを、NECは保
有しています。

これにより、例えば、鉄道やクルマを活用した移動の現
場にて、予防保全や故障予兆検知を可能とし、定期メンテ
ナンスから状態に合わせたメンテナンスへの変遷を支える
ことが可能となります。

5.3 安全・安心な移動を実現するAIとネットワーク技術
NECでは、ネットワークの状態変化をAIにより予測、

モビリティで活用されるさまざまな移動手段に適したネッ
トワークの実現を支援します。

このネットワークから送られてくる映像データを、AIに
よる映像分析技術で処理することで、車外・車室内がどの
ような状況であるかを的確に把握できるようになります。

また、ネットワークを通じて車両から得られるデータに
より、リアルタイムな車両の状態把握や、先に述べた予防
保全、故障予兆検知などを可能とします。

6. まとめ

NECが目指すのは、「実世界とサイバー空間をつなぎ、
ロジスティクスとモビリティを融合することで、『安全・安
心な人とモノの移動』を『デジタル』で支え、すべての人々
と産業が公平にサービス・機会を享受できる社会」の実現
です。New Normal時代における人の移動を安全で安心
にするために、また、強靭なサプライチェーンを実現するた
めに、これまで培ってきた技術を組み合わせて提供できる
ようにします。それとともに、産官学連携、多くの事業者、
利用者の皆様の協力と連携を図り、ともに新たな価値創出
を行うべく、取り組んでいきます。

*	Suicaは、東日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。
*	LTEは、欧州電気通信標準協会（ETSI）の登録商標です。
*	その他記述された社名、製品名などは、該当する各社の商標または
登録商標です。

図7　LDB 2.0 Road Map : Logistics Enterprise Data BUS

｠

Industry｠
Partners Ports/PCS CFS/ICDs CHAs Customs

｠

TruckersMarketplace(Container)

Shipping｠
Lines

containerized｠
Cargo

Advanced｠ ｠ Predictive｠
Analytics

Industry｠
Partners Ports CHAs Customs TruckersShipping｠

LinesGoI

｠
mgmt.

Logistics and Supply Chain Transformationに向けたVision

RFID/GPS/OCR/IoT/API/SFTP/VPN

LOGISTICS｠ENTERPRISE｠DATA｠BUS

SINGLE｠WINDOW｠PLATFORM｠FOR｠INDIAN｠LOGISTICS

Document｠Digitization
Real‐time｠

Information｠Exchange
Alert/｠Risk｠

Price｠Discovery

(DATA｠EXCHANGE)
BLOCKCHAIN

(DATA｠ANALYTICS)
AI/MLFIWARE BIG｠DATA

(DATA｠STORAGE)(DATA｠PROCESSING)

LDB｠1.0 Non‐ E‐logistics｠

Consignment Tracking

CFS/ICDs

Intelligent Logistics & Mobility

Intelligent Logistics & Mobility インテリジェント ICTで、人の移動をより快適に、モノの流れをより最適に 

46 NEC技報／Vol.73 No.1／NEC Value Chain Innovation特集



関連URL
Intelligent Logistics & Mobility
https://jpn.nec.com/nvci/logistics_mobility/index.html
Smart Transportation
https://jpn.nec.com/safercities/transportation/index.html
ロジスティクスソリューション
https://jpn.nec.com/logistics/index.html
自動車業界向けソリューション 
https://jpn.nec.com/manufacture/jidousya/index.html

執筆者プロフィール
武藤 裕美
交通・物流ソリューション事業部
ソリューション推進部長

加藤 学
モビリティソリューション事業部
エクゼクティブエキスパート 

参考文献
1）	NEC I:Delight
	 https://jpn.nec.com/delight/index.html
2）	NECプレスリリース：NEC、米国国立機関による顔認証の精

度評価で第1位を獲得，2019.10
	 https://jpn.nec.com/press/201910/20191003_01.html

Intelligent Logistics & Mobility

Intelligent Logistics & Mobility インテリジェント ICTで、人の移動をより快適に、モノの流れをより最適に 

47NEC技報／Vol.73 No.1／NEC Value Chain Innovation特集



NEC Value Chain Innovation特集によせて
デジタルで創る未来 NEC Value Chain Innovation

◇ 特集論文
企業・産業の枠を超えたデジタル活用の取り組み
食品ロスを削減するバリューチェーンにおける共創「需給最適化プラットフォーム」
デジタルを活用した本人確認の新しい形、マルチバンク本人確認プラットフォーム
信頼が生み出す自分だけの冒険 NEC I:Delight

Connected Manufacturing
Connected Manufacturing ～現場とデジタルとの融合で、製造業から産業の革新をもたらす～
ローカル5Gで実現するスマートファクトリー

Intelligent Logistics & Mobility
Intelligent Logistics & Mobility インテリジェント ICTで、人の移動をより快適に、モノの流れをより最適に
Fast Travel ～顔認証を活用した空港サービスの改善と地域全体への拡張～
安全で快適な人の移動を支える交通系 IC・モバイルチケッティングソリューション
AI・IoTを活用した鉄 道業務変革（鉄道DX）
New Normal時代のロジスティクス「Intelligent Logistics」で止まらない物流を支える
安全・安心な人とモノの移動を支援する「車外・車室内状況見守りソリューション」

Smart Retail CX
NECの考えるリテールの将来像と「Smart Retail CX」
快適で心地よい顧客体験と効率的な店舗運営を実現するレジレス型店舗
今だけ、ここだけ、私だけの買い物体験を提供するOMOソリューション
Smart Retail CXを実現するための情報システム基盤「Digital Store Platform」

Smart VenueCX
感動空間の連鎖が、人、地域、社会の絆を深める「Smart VenueCX」
タッチレスで快適なこれからの顧客体験
New Normal時代に求められるこれからの集客施設向けソリューション

Digital Finance
DX時代におけるDigital Financeの取り組み
New Normal時代への変革を加速するNECのオンライン本人確認サービス
デジタル時代に求められる銀行システムの対応
業務の効率化・高度化と説明可能性を両立する「AI 不正・リスク検知サービス」

転換期にデジタル活用で拓く未来

◇ 普通論文
ネオアンチゲンを標的としたがんワクチン療法の開発

◇ NEC Information
2019年度C&C賞表彰式典開催

Vol.73 No.1
（2020年10月）

NEC技報の論文をご覧いただきありがとうございます。
ご興味がありましたら、関連する他の論文もご一読ください。

NEC技報（日本語） NEC Technical Journal（英語）

NEC技報WEBサイトはこちら

特集TOP

Vol.73 No.1 NEC Value Chain Innovation特集
 ～デジタルトランスフォーメーションで創る新しい企業・産業の未来～

NEC技報のご案内

https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/g2001pa.html?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200101.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200102.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200103.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200104.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200105.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200106.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200107.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200108.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200109.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200110.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200111.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200112.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200113.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200114.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200115.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200116.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200117.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200118.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200119.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200120.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200121.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200122.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200123.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200124.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200125.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200126.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/pdf/200127.pdf?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/index.html?fromPDF_J7301
https://www.nec.com/en/global/techrep/journal/index.html?fromPDF_J7301
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g20/n01/g2001pa.html?fromPDF_J7301

